
 

２０２１年５月１１日 

損害保険ジャパン株式会社 

 

金融機関向けハイブリッド型保険募集システムの開発 

～Web上で保険加入手続き完結および動画説明で保険募集の高品質化～ 

 

損害保険ジャパン株式会社（代表取締役社長：西澤 敬二、以下「損保ジャパン」）は、伊藤忠テクノソリューショ

ンズ株式会社（代表取締役社長：柘植 一郎、以下「CTC」）の「eMotion※」サービスを活用し、金融機関マーケット

における住宅ローン向け火災保険において、お客さまのご要望に沿って対面・非対面を問わず Web 上での保険加入

を実現する、金融機関専用のハイブリッド型保険募集システムを開発し、２０２１年４月に利用を開始しました。 

※ 視聴者の属性や契約内容など、状況に応じて最適な動画と情報を提供し、効果的な対話を実現する対話式パーソナライズド動画

ソリューション 

 

１．開発の背景 

あらゆる業界にデジタル化が求められている昨今、金融機関では、お客さまが住宅ローンの申込手続きを Web 上

で行うことが増えてきています。さらに、このようなデジタル化のニーズはコロナ禍の事情が後押しをし、住宅ロ

ーンにかかる火災保険においても、従来の紙による加入手続きだけでなく、多様な加入方法に対するニーズが顕在

化してきました。 

一方で、火災保険はお客さまにとって大切なお住まいへの補償であり、ご加入いただく保険の内容をお客さまに

適切に理解していただくことが重要であるため、わかりやすい商品内容の説明など保険募集の高品質化が求められ

ています。 

損保ジャパンは、これらのニーズに応えるため、Web上で保険手続きが可能なシステム「i tap※」にスマートフ

ォンなどのお客さまのデジタルデバイスで保険手続きができる機能、および CTCと開発した動画により補償内容や

重要事項等の説明を行う機能を追加し、対面・非対面いずれでも保険募集が完結できるハイブリッド型保険募集シ

ステムを開発しました。 

※金融機関専用として開発した、Web上で手続きが可能な住宅ローン向け火災保険募集システム 

 

２. ハイブリッド型保険募集システムの概要 

従来は、金融機関の職員がパンフレットを活用して火災保険の内容を口頭で説明し、紙の申込書を使用して契約

手続きをする方法が一般的でしたが、今回開発したハイブリッド型保険募集システムでは、対面・非対面を問わず

Web上で契約手続きを完結することができます。 

まず、対面の手続きでは、タブレット端末等を活用し、金融機関の職員と動画によるわかりやすい商品内容の説

明をご視聴いただいたうえで、契約手続きをペーパーレスで行うことができます。また、非対面の手続きでは、保



 

 

険説明動画を活用することで、お客さまが時間や場所を選ばず商品内容を確認し、スマートフォンなどで契約手続

きをしていただくことが可能です。 

お客さまのご要望に応じたわかりやすい商品内容の説明と、多様な手続き方法を提供することで、お客さま・金

融機関双方のニーズに応えることができるハイブリッドな保険募集スキームを実現しました。 

＜ハイブリッド型保険募集の全体像＞ 

 

  

 

３. 今後について 

損保ジャパンは、今後も環境やニーズの変化に対応できるシステムとして、お客さまの満足度を高める機能の追

加、金融機関代理店の保険募集品質向上および業務効率化の支援など、お客さまと金融機関の皆さまに新たな価値

を提供していくことを目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

【参考】 

＜画面イメージ＞ 

・ご加入手続き画面 

 

 



 

 

 

・保険説明動画画面 
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